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老舗容器メーカーと環境スタートアップで 

プラスチック問題解決に向けた新たなスキームの創出へ 

― 石塚硝子とボトルト、業務提携 – 

 

石塚硝子株式会社（本社：愛知県岩倉市、代表取締役 社長執行役員：石塚久継、以下「石

塚硝子」）と、ボトルト株式会社（本社：東京都渋谷区、代表取締役 飯田百合子、以下「ボ

トルト」）は業務提携の合意をいたしました。創業 200 年を迎え、硝子容器製造販売から機

能性マテリアル開発、リサイクルまでを網羅する総合容器メーカー「石塚硝子」と、リフ

ィル（中身だけ販売）という概念で消費者と店舗オーナーを繋げ、新しい飲料などの販売

チャンネルとなるアプリサービスを提供するボトルトが、戦略的パートナーとして社会価

値創造にむけ協業していきます。 

 

【概要】 

いまや世界的な社会課題である使い捨て容器。日本でも有料のレジ袋が一般化しましたが、

英国では年間 250億個の使い捨てカップがリサイクルされないままに捨てられているなか、

日本もその事実への直面と、さらなるプラスチック問題と CO2 削減に向けた取り組みが必

要と言われています。その一つの施策に梱包材の有料化がありますが、その消費を減らす

には、消費者の行動変容の促進も推奨されています。 

ボトルトはプラスチックが自然と減っていく社会を目指し、「中身だけ」を取引できて、新

しいコンセプトで消費者と店舗を繋ぐサービスを開発、運用するスタートアップです。こ

のたび、石塚硝子がボトルトの環境貢献に繋がる事業の取り組みに共感し、長年培ってき

た技術と品質を最大限に生かして、リフィルに最適な容器を共同で開発することになりま

した。両社はこの業務提携を機に、ともに新しい事業価値の推進に貢献します。 

 

   

 

 



【今後の展開】 

石塚硝子の容器開発の技術と、フィンテックをベースとしたボトルトの IT サービスを活用

し、リフィルサービス提供に適した環境配慮型の新型容器の開発に向けた準備を進めると

ともに、イベント等を通じて自分の容器で中身だけを買いたい消費者とリフィルを提供し

たい店舗を双方向に繋ぐことを推進し、プラットフォーム事業者と容器メーカーの連携に

よる新たなドリンク市場を創出することを目指します。 

 

【石塚硝子について】 

石塚硝子グループは 1819 年の創業から 200 年以上に亘り、ガラスびん・ガラス食器・プラ

スチック容器・紙容器・ペットボトル・陶磁器など、「ガラス」や「容器」をキーワードと

して事業領域を広げてきました。ペットボトルのリサイクルについても台湾の遠東新世紀

社と合弁で日本最大の遠東石塚グリーンペット株式会社を設立し、CO2 削減と資源の有効

活用を行っております。 

お客さまをはじめとする全てのステークホルダーのみなさまのご期待にお応えし続けるた

め、当社の社会的責任を深く自覚し、これまでに培った技術や保有する素材、販路を活用

しながら、近年の社会変化・消費者ニーズを反映した新規事業の創出を目指して、新たな

挑戦をし続けていきます。これからも、「モノづくり ヒトづくり ユメづくり」をビジョ

ンとして、変化を先取る強い企業であり続け、くらしに彩り、豊かさと安心をお届けして

まいります。URL：https://www.ishizuka.co.jp/ 

 

【ボトルト株式会社について】 

ボトルトは、飲料などを「中身だけ販売する」オンラインフリーマーケットプレイスを提

供するスタートアップです。使いやすいインターフェースと無料の出店サービスで、首都

圏から全国へと展開をすすめ、テクノロジーの力で豊かな社会と地球環境を両立する新し

いインフラを目指します。2021 年環境省「環境スタートアップ大賞」優秀スタートアップ

に選出。URL：https://botlto.jp/ 

 

【本件に関するお問い合わせ先】 

石塚硝子株式会社 新事業・機能材料カンパニー 

イノベーション推進部 

TEL：0587-37-2762 

e-mail：niizuma@ishizuka.co.jp 

 

ボトルト株式会社 広報担当 

TEL：03-3447-3162 

e-mail：info@botlto.com 
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